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内容要旨 
 
緒言 
平成 28年の診療報酬改定で残薬に関する対応のチェック欄が処方せん
に設けられた。これは、医師と薬剤師が連携して患者の残薬を管理するた
めのものである。 
しかし、医師と薬剤師の残薬管理についての連携やチェック欄の使用に
関した調査はほとんどない。患者の残薬を減少させるためには、医師が患
者の服薬状況や残薬をどのように考えているのか、また薬剤師にどのよう
な役割を期待しているのかを知ることが重要である。また、医師が患者の
服薬行動や残薬の状況を正確に把握するために、薬剤師がどのような情報
を医師に提供すべきかを知ることは、医師と薬剤師が残薬管理を連携する
上で重要である。 
そこで、本研究では残薬管理において医師と薬剤師の連携を推進するた
めに、医師と薬剤師の残薬に関する経験や考えを調査・検討した。 
 
方法 
平成 28年 11月に診療所医師を対象に調査した。この結果を参考に「残
薬情報提供シート」を作成し、翌年 10月に薬剤師を対象に同シートの試
用後の評価を調査した。 
 
結果と考察 
残薬が気になる患者を有すると回答した医師は 7割であったが、チェッ
ク欄の利用経験がある医師は 3割であった。処方せんの変更に関する説明
を受ける機会がチェック欄の利用経験に影響していることが明らかとな
った。チェック欄の利用経験にかかわらず、医師は残薬に対して十分な意
識を持っており、患者の残薬を把握するために薬剤師から残薬についての
詳細な情報を得たいと考えていた。さらに、患者の服薬状況に応じた処方
提案なども薬剤師に期待している医師がいることが示された。残薬管理に
有益な情報を入手できることが薬剤師から情報を得ることの利点と考え
ていた。とくに、チェック欄の利用経験がある医師では、薬剤師からの疑
義照会や情報提供が患者の処方内容や日数の変更に結びついており、薬剤
師の情報が薬物治療の適正化において有益であった。 
薬剤師を対象とした調査では、薬剤師は患者の残薬が生じた原因を医師
に伝える重要性が高いと考えており、そのうち処方を見直す判断材料につ
ながる情報は日数の調整につながる情報よりも重要と考えていたことが
示された。我々が作成した「残薬情報提供シート」の利用を希望した薬剤
師は半数には満たないことから、改善が必要と考えられた。また、情報提
供を行っていた薬剤師は半数に満たなかったが、6割の薬剤師はチェック
欄を有用なツールと考えていた。今後、医師のチェック欄の使用が促進さ
れると、薬剤師が情報提供する機会が増える可能性が高い。しかも、薬剤
師は処方を見直す判断材料につながる情報をより重要な情報として医師
に提供する考えがあることから、薬物治療の適正化につながる可能性が考
えられた。 
 
結論 
医師がチェック欄を利用することで、医師と薬剤師の連携が促進される
可能性が考えられた。また、薬剤師が提供する情報は医師が処方を見直す
判断材料となり、薬物治療の適正化につながると考えられた。 
 
